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In manufacturing industry, RFID is used for effective production management and supply chain management. 
In order to implement RFID to production management systems, it is required to make a lot of customization that 
affects additional time and cost expenses. This paper proposes reader/writer applications and business flow to use 
RFID system with web scraping in business cooperation relationship. The modules can work in accordance with 
the existing systems so as to reduce the implementation cost. Then, this paper proposes a whole system with the 
modules, and a prototype system is illustrated that it is available for production management and supply chain 
management. 
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１． はじめに 
生産情報管理における RFID の利用は，その効果が期待
されているものの，現状ではシステム化にかかる費用の
他，導入や運用の負担，その後の拡張性などの点で解決
すべき課題が多い [1]．近年,RFID の利用は企業内での
使用にとどまらず企業間での利用が増加しており，双方
の企業のデータベース連携によるデータ共有が必要とな
り,システム導入の際の負担がより大きくなっている． 
特に中規模以下の製造業ではシステム化に掛けられる
予算や，導入や運用に対する負荷への対応が限られてい
る一方で，管理項目は多様であるため RFID による効率的
な管理が望まれている[2]． 
そこで本研究では，中小企業でも企業間連携 RFID シス
テムの導入が容易となるよう，システムのデータ連携部
に関する手法を提案する．そのため，インターネット経
由で直接的にデータを取得する機能を組み込んだリーダ
/ライタアプリケーションと，そのデータを公開する環境
を自動構築するための機能を開発する． 
 
２． 対象とする問題 
企業間連携 RFID システムに関する前述の２つの機能
を実現するに当たり，中小企業でも導入容易といえるた
めにはシステム導入手順とコストの面でユーザの負担を
減らす必要がある．本研究で対象とする問題は，機能を
実現する際の以下の条件を満たすシステムの実現とする． 
・一方の企業はデータベースを保持することなく RFID
システムが使用できる 
・複数社に対して RFID システムの連携が容易に可能 
・双方の企業に導入のメリットがある 
 
機能を実現する手法として，インターネット経由によ
る RFID 関連データ取得機能では，Web スクレイピング機
能を組み込んだリーダ/ライタアプリケーションを提案
する．次に，データ取得先となる Web ページを CSV 形式
のデータから容易に構築するプログラムを提案する．こ
れにより，従来のデータベース連携に変わるデータ共有
手法を用いた企業間連携 RFID システムを提案する． 
次章からそれぞれの手法について説明し,その後,提 
案手法を用いたシステム構成例を提案する. 
 
３． リーダ/ライタアプリケーション 
（１）概要 
提案するリーダ/ライタアプリケーションは企業間の
受発注管理での RFID を想定し，データベースの代わりに
Web ページからデータを取得する機能を組み込んだもの
である．これにより RFID 関連のデータベースを保持する
ことなく RFID システムの利用を可能とする． 
下図に提案するリーダ/ライタアプリケーションを利
用した RFID システムに関する各システムとの情報の流
れを示す． 
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 図１ 情報の流れ 
 
（２）Web スクレイピング 
Web スクレイピングとは Web ページからウェブページ
の HTML データを収集し，特定のデータを取得する機能で
ある[3]．Web スクレイピングを用いることであたかも
Web API を利用しているかの様にデータを収集，取得す
ることが特徴である．スクレイピングを実行すると，URL
を基に任意の Web サイトのソースコードにアクセスし，
指定した任意の HTML タグで囲われたデータをソースコ
ードから参照することで，文字データ生成している． 
 
（３）処理フロー 
Web スクレイピング機能を組み込んだリーダ/ライタ
アプリケーションの処理の流れを下図に示す．基本とな
る RFID との書込み，読み込みの機能に加えて，点線枠内
の機能を追加する．前説で記述した Web スクレイピング
を Web ページの表データを対象に行い，取得したデータ
を基の表データと同じ行列体系となる様に配列処理を行
う機能を加えることで，Web ページ上の表データをリー
ダ/ライタアプリケーション上に表示可能となる． 
 
 
図２ 処理フロー図 
 
４． Web 開発プログラム 
本研究で提案するリーダ/ライタアプリケーションの
データ取得先となる Web ページには，RFID 関連の表デー
タを設置する．スクレイピングに対応するためには，Web
ページに載せる情報やソースコードに使用する HTML タ
グの書式を一致させる必要がある．Web ページの構成方
法として，CSV 形式のデータを基に Web ページ上に表デ
ータが設置される HTML ソースコードを自動生成するプ
ログラムを開発した．提案するプログラムは VBA を用い
て構築するため，Web 開発アプリケーションを保持して
いない企業でも，Excel を用いて CSV データから容易に
スクレイピングに対応した Web ページ構築が可能となる． 
リーダ/ライタアプリケーションのスクレイピングに
対応する HTML ソースコードの書式を下図に設定する． 
 
 
図３ ソースコードの書式 
 
５． サプライチェーン情報連携 RFIDシステム 
（１）概要 
前章までの提案手法を用いたサプライチェーンにおけ
る受発注管理システムを提案する．提案システムは管理
業務で用いられる PC と，それぞれのリーダ/ライタアプ
リケーションを中心に構成される．RFID リーダ/ライタ
は PC と USB 接続され，RFID と無線通信を行う． 
下図に構成を示す． 
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図４ システム構成図 
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（２）業務フロー 
受注企業はあらかじめ発送する製品に関するデータが
表示される Web ページを構築する．メインユーザとなる
発注企業の出荷担当が発注通知を行うと，受注企業の出
荷担当が発注オーダに対して RFID を発行し，製品に添付
して発送する．RFID には受注企業の企業 ID，製品 ID，
数量のデータを記憶させる．製品を受け取ったユーザが，
スクレイピング機能が備わったリーダ/ライタアプリケ
ーションで RFID を読み込むと，企業 ID に対応した URL
に対してスクレイピングを実行し，製品に関するデータ
を取得する． 
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図５ 情報の流れ 
 
６． 動作実験 
（１）実験条件 
提案システムの動作実験を行い，実現可能性を示すた
めにシステムの実装を行った．実験では２台の PC を用い
て，１台の PC で作成した Web ページに対して，もう 
台の PC のリーダ/ライタアプリケーションからスクレイ
ピングを行う．RFID に記憶させるデータなど，実験は提
案する業務フローを基に実験手順を作成し，これに従っ
て行った． 
 
（２）実験結果 
まずCSVデータを基にWebページ構築の実験を行った． 
 
 
図６ CSV データを基にした Web ページ構築 
 
VBA プログラムにより，CSV のデータが任意の HTML タ
グに囲われるようにソースコードが記述され，CSV の表
データと同じ表データが Web ページに設置された． 
次にリーダ/ライタアプリケーションからスクレイピ
ングによるデータ取得を行った． 
 
 
図７ スクレイピングによるデータ取得 
 
指定した URL から Web ページのソースコードにアクセ
スし，任意の HTML タグを指定することで，データが取得
された．今回は表データを取得するように取得対象 HTML
タグを設定した．表データを取得後，RFID に記憶されて
いる製品 ID によるフィルタリングと数量データを追加
することで納品データとして使用することが可能となっ
た． 
 
７． おわりに 
本研究では中小企業でも利用が可能となるような企業
間連携 RFID システムの実現に取り込んだ．双方の企業に
導入メリットが発生することを前提に，データ連携の手
法を用いた．そして，提案手法を用いたシステムを実装
し，動作実験を通して実現可能性を示した． 
提案システムは簡易的であるために既存の業務アプリ
ケーションとの連携も容易であり，システム導入や運用
にかかる負担も軽減されることが想定される． 
今後の課題は，実際の企業での利用を行う実証実験が
必要と考えられる．またシステムの動作安定性や，RFID
利用のコストなどについても更なる検証をしていきたい
と考えている． 
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